
たっこ
8月号広報 2011

［もくじ］
●議会だより･･････････････ 2
●トピックス･･････････････ 3
●図書館情報･･････････････ 7
●公民館情報･･････････････ 8
●お知らせ････････････････ 8
●情報スクランブル･･･････11

はじめてのハッピーバースデイ
平成22年７月に生まれた満１歳のお友だちです。

●工藤優
ゆ づ き

月ちゃん
Ｈ22.7.13

（嘉沢・女の子）
みんなのアイドルゆう
ちゃん。これからも元
気いっぱい大きくなっ
てネ !!

●袖村風
ふ う か

花ちゃん
Ｈ22.7.3

（袖平・女の子）
ちょっぴりおてんばだ
けど、元気いっぱいの
ふうかちゃん。笑顔
の似合う素敵な女性に
なってね。

●平山心
こ こ ろ

結ちゃん
Ｈ22.7.16

（矢田郎・女の子）
いつもパワフルでにこに
こ !! みんなにパワーを
与えてくれます。これか
らも元気にすくすく育っ
ていくよう祈っています。

●佐藤颯
そうすけ

祐ちゃん
Ｈ22.7.18

（下本町・男の子）
いっぱい食べて、いっ
ぱい遊んで大きくなっ
てね。

●沢田健
け ん た ろ う

太郎ちゃん
Ｈ22.7.30

（茂市・男の子）
元気におもしろく☆　
自分の人生を楽しんで
くださいネ！

ジ
ェ
シ
カ
・
ブ
ル
ー
カ
さ
ん
の

さ
よ
な
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

この１年、本当にたくさんの思い出があります。
３月11日の地震と津波はとても怖いものでした。
でも田子町と日本の人たちはみんな団結してとても強かった。
みなさんと一緒だから安心できました。
アメリカに帰りたいとは思いませんでした。
田子町で出会ったたくさんの友達に感謝しています。
国際交流推進員を勤めたことはとても光栄です。
１年間本当にありがとうございました。
また田子町に戻ってきます。だから、さよならは言いません。
みなさん、また会いましょう！

田子町のみなさん、初めまして。新しい国際交流推
進員のジェフリー・ウチダです。田子町のために働
くことができて、とても光栄です。私は、教育の経
験がありませんが、芸術や音楽に対する情熱で頑張
りたいと思います。これから、ギルロイ市と田子町
の友情を育てていくのが、とても楽しみです。
どうぞ、よろしく
お願いします。

歓
迎
！ 

国
際
交
流
推
進
員

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
内
田
さ
ん
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★
一
般
質
問

◎
農
作
物
の
風
評
被
害
対
策
は

▼
宇
藤
議
員

　

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

に
つ
い
て
、
東
日
本
大
震
災
や

福
島
第
一
原
発
事
故
の
風
評
被

害
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
町
独
自

の
放
射
線
測
定
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

等
、
農
作
物
の
安
全
・
安
心
を

確
立
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
対
策
は
。

▼
松
橋
町
長

　

青
森
県
や
Ｊ
Ａ
が
導
入
し
た

機
器
に
よ
る
検
査
体
制
の
確
立

に
よ
り
、
分
析
結
果
等
の
提
供

を
受
け
な
が
ら
、
そ
の
共
有
化

を
図
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応

じ
町
独
自
に
専
門
業
者
へ
の
検

査
を
依
頼
し
、
そ
の
結
果
は
、

町
民
の
皆
様
へ
迅
速
に
情
報
提

供
し
て
い
き
た
い
。

◎
町
独
自
の
雇
用
の
創
出
は

▼
宇
藤
議
員

　

町
の
将
来
を
担
う
若
者
た
ち

の
雇
用
対
策
に
つ
い
て
、
町
独

自
の
雇
用
創
出
事
業
を
立
ち
上

げ
、
町
内
の
中
小
企
業
へ
の
地

元
雇
用
の
強
化
推
進
や
貸
出
基

金
の
創
設
、
ま
た
町
外
か
ら
の

企
業
誘
致
等
の
考
え
は
あ
る
か
。

▼
松
橋
町
長

　

雇
用
対
策
と
し
て
、
定
住
化

雇
用
促
進
事
業
を
今
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
。
町
内
に
住
所

を
有
す
る
新
卒
者
を
雇
用
し
た

事
業
者
に
対
し
助
成
す
る
事
業

で
あ
る
が
、
今
年
度
は
２
事
業

所
が
そ
れ
ぞ
れ
１
名
ず
つ
正
規

雇
用
し
て
い
る
。
今
後
は
、
Ｕ

タ
ー
ン
や
Ｉ
タ
ー
ン
の
方
々
に

つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
大

変
厳
し
い
が
、
今
後
も
情
報
収

集
や
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
積
極

的
に
行
い
た
い
。

◎
震
災
へ
の
町
と
し
て
の
取
り

組
み
は

▼
宇
藤
議
員

　

３
月
の
大
震
災
の
総
括
と
、

今
後
の
有
災
時
へ
の
町
と
し
て

の
対
応
・
取
り
組
み
は
。

▼
松
橋
町
長

　

町
内
は
重
大
な
被
害
は
な
か

っ
た
も
の
の
、
停
電
や
ガ
ソ
リ

ン
等
の
生
活
物
資
の
不
足
に
よ

り
、
町
民
生
活
に
多
大
な
影
響

が
あ
っ
た
。
今
後
は
、
こ
の
こ

と
を
教
訓
に
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
確
保
対
策
、
防
災
情
報
伝
達

機
器
や
拠
点
と
な
る
避
難
所
の

非
常
電
源
対
策
を
重
点
的
に
取

り
組
む
他
、
各
家
庭
の
災
害
時

の
備
え
対
策
の
啓
発
に
も
努

め
、
安
全
安
心
な
町
づ
く
り
に

努
め
て
い
き
た
い
。

◎
行
政
運
営
に
つ
い
て

▼
尾
形
議
員

　

議
会
と
町
長
と
の
関
係
、
ま

た
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て
、

町
長
の
方
針
を
伺
う
。

▼
松
橋
町
長

　

首
長
に
は
「
提
案
権
・
執
行

権
」
が
付
与
さ
れ
、
一
方
議
会

に
は
「
議
決
権
」
が
与
え
ら
れ

て
い
る
。
お
互
い
に
緊
張
関
係

を
も
っ
て
、町
政
発
展
の
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
の
中
で
、
努

力
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　

行
財
政
改
革
等
の
観
点
か

ら
、
副
町
長
を
設
置
せ
ず
に
町

政
運
営
を
進
め
て
き
た
が
、
現

在
、
郡
町
村
会
長
を
は
じ
め
、

多
く
の
役
職
を
務
め
て
お
り
、

就
任
当
初
と
は
大
き
く
状
況
が

変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

　

副
町
長
の
設
置
に
つ
い
て
前

向
き
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

◎
安
心
安
全
な
生
活
に
つ
い
て

▼
尾
形
議
員

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
２
機
目
配
置

要
望
の
考
え
は
、
医
療
費
抑
制

の
た
め
、
予
防
活
動
と
し
て
の

町
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
。

▼
松
橋
町
長

　

町
の
救
急
医
療
に
と
っ
て
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
は
必
要
不
可
欠
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
も
八
戸
市
や
関
係
町
村
と
歩

調
を
併
せ
、
県
に
要
望
し
て
き

た
が
、
引
き
続
き
要
望
活
動
を

展
開
し
て
い
き
た
い
。

◎
東
日
本
大
震
災
の
対
応
に
つ

い
て

▼
山
本
議
員

　

①
対
応
組
織
の
名
称
と
構

成
、
役
割
に
つ
い
て
。

平
成
23
年
６
月
定
例
会

　

定
例
会
は
６
月
13
日
に
招
集
さ
れ
、
14
日
ま
で
の
２
日
間
開
催

さ
れ
、
提
案
理
由
が
示
さ
れ
た
あ
と
、
提
出
さ
れ
た
議
案
13
件
を

審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
掲
載
は
全
文
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●宇藤大介議員

●松橋良則町長

●尾形憲男議員

●山本晴美議員
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②
反
省
点
及
び
改
善
点
に
つ

い
て
（
停
電
対
応
・
ガ
ソ
リ
ン

等
物
資
不
足
・
安
否
確
認
・
救

急
対
応
・
住
民
に
対
す
る
周

知
）。

▼
松
橋
町
長

　

①
被
災
等
の
調
査
の
た
め

「
田
子
町
災
害
対
策
連
絡
会
議
」

と
し
て
、
課
長
会
議
構
成
員
で

組
織
し
、
震
災
対
応
に
当
た
っ

た
。

　

②
停
電
時
に
は
町
民
皆
さ
ん

に
は
大
変
な
ご
不
便
等
を
お
か

け
し
た
が
、
今
後
は
避
難
所
に

指
定
し
て
い
る
公
民
館
等
拠
点

と
な
る
施
設
の
非
常
電
源
設
備

や
投
光
器
等
の
整
備
を
進
め

る
。
併
せ
て
町
民
に
災
害
や
停

電
時
の
備
え
対
策
の
徹
底
を
呼

び
か
け
て
い
き
た
い
。

　

ガ
ソ
リ
ン
等
物
資
不
足
に
つ

い
て
は
、
大
規
模
災
害
時
に
お

け
る
応
援
協
定
を
町
内
業
者
と

締
結
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

安
否
確
認
と
し
て
は
、
職

員
・
関
係
者
等
で
チ
ー
ム
編
成

し
、
高
齢
者
や
障
害
者
宅
を
臨

戸
訪
問
し
た
。
課
題
と
し
て
、

当
町
は
集
落
が
広
範
囲
に
分
散

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
短
時
間

で
速
や
か
に
安
否
確
認
を
行
う

た
め
に
は
、
地
域
と
の
連
携
が

不
可
欠
で
あ
り
、
関
係
団
体
と

協
議
し
対
応
を
考
え
た
い
。

　

救
急
対
応
に
つ
い
て
は
、
電

話
に
よ
る
通
信
が
不
能
だ
っ
た

た
め
、
消
防
団
を
各
屯
所
に
待

機
さ
せ
、
屯
所
経
由
に
よ
る
無

線
通
信
で
対
応
し
た
。

　

今
後
の
長
期
停
電
の
対
応
策

と
し
て
、
町
民
の
不
安
解
消
の

た
め
に
も
情
報
提
供
が
重
要
で

あ
る
。
最
低
限
パ
ン
ザ
マ
ス
ト

の
機
能
が
維
持
で
き
る
よ
う
、

バ
ッ
テ
リ
ー
交
換
や
充
電
等
の

対
策
を
進
め
て
い
き
た
い
。

◎
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
２
機
目
導
入

の
推
移
と
各
地
区
へ
の
ヘ
リ
ポ

ー
ト
設
置
に
つ
い
て

▼
山
本
議
員

　

①
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
用
効
果

の
高
い
我
が
町
か
ら
、
２
機
目

導
入
の
大
き
な
声
を
上
げ
る
こ

と
が
重
要
と
思
う
が
考
え
は
。

　

②
各
地
区
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を

整
備
し
、
有
事
に
備
え
て
は
ど

う
か
。

▼
松
橋
町
長

　

①
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
２
機
配
置

に
つ
い
て
は
、
関
係
市
町
村
と

歩
調
を
合
わ
せ
、
引
き
続
き
要

望
活
動
を
推
進
し
た
い
。

　

②
当
町
は
集
落
が
点
在
し
て

お
り
、
災
害
の
規
模
に
よ
っ
て

は
、
孤
立
化
す
る
集
落
も
あ
る

と
思
わ
れ
る
の
で
、
ヘ
リ
ポ
ー

ト
設
置
の
必
要
性
及
び
可
能
性

に
つ
い
て
は
、
今
後
関
係
機
関

と
検
討
し
対
応
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

◎
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
対
策

▼
山
本
議
員

　

①
我
が
町
で
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
に
つ
い
て
、
町
長
の
認
識
は
。

　

②
提
供
に
つ
い
て
可
能
な
範

囲
に
つ
い
て
。

　

③
自
助
・
互
助
の
範
囲
で
住

民
が
な
す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
。

▼
松
橋
町
長

　

①
町
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
は
、

電
気
、
水
道
、
電
話
、
光
ケ
ー

ブ
ル
、
道
路
と
認
識
し
て
い
る
。

　

②
水
道
水
の
供
給
を
例
に
と

る
と
、
停
電
時
に
お
い
て
も
、

湧
水
を
自
然
流
下
で
送
水
し
て

い
る
の
で
、
送
水
・
配
水
管
の

破
損
が
な
い
限
り
、
停
電
に
よ

り
直
ち
に
断
水
す
る
こ
と
は
通

常
な
い
。
提
供
可
能
な
時
間
に

つ
い
て
は
、
青
比
良
水
系
で
は

配
水
池
の
水
だ
け
で
は
約
半
日

程
度
、
そ
の
他
の
水
系
は
２
日

か
ら
３
日
程
度
と
な
る
。

　

③
防
災
の
基
本
は
「
自
分
の

身
は
自
分
で
守
る
」、「
地
域
は

地
域
の
み
ん
な
で
守
る
」
こ
と

で
あ
り
、
日
頃
か
ら
、
家
庭
で

は
防
災
用
品
の
最
低
限
の
備
蓄

や
防
災
に
対
す
る
意
識
を
高
め

て
い
た
だ
き
た
い
。
自
治
会
等

に
お
い
て
は
、
大
災
害
等
に
備

え
た
活
動
等
の
訓
練
に
取
り
組

む
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

手
塩
に
か
け
て
育
て
た

に
ん
に
く
を
守
れ
！

　

６
月
20
日
、
中
央
公
民
館
で

「
に
ん
に
く
盗
難
防
止
パ
ト
ロ

ー
ル
出
動
式
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
田
子
町
防
犯
協
会
の
穂
積

倉
二
会
長
が
「
昨
年
は
に
ん
に

く
の
盗
難
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
年
は
発
生
す
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
あ
と
、

ト
ピ
ッ
ク
ス

穂積会長から看板とのぼり旗を贈呈 椛山浄水場内の設備を視察

町内の被災現場を視察
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た
て
の
に
ん
に
く
を
手
に
「
ガ

ー
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
ホ
イ
ル

焼
き
に
し
て
も
ら
い
食
べ
ま

す
」
と
に
こ
や
か
に
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

四
角
岳
の
自
然
を
守
ろ

う
！

　

６
月
26
日
、「
自
然
の
恵
み

に
感
謝
し
、自
然
を
い
た
わ
り
、

ゴ
ミ
は
必
ず
持
ち
帰
る
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
北
東
北
３

県
に
ま
た
が
る
四
角
岳
（
標
高

１
０
０
３
ｍ
）
で
、
第
８
回
美

化
登
山
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

に
完
成
し
た
ば
か
り
の
椛
山
浄

水
場
を
訪
れ
、
薬
品
と
紫
外
線

の
光
を
使
っ
て
消
毒
・
殺
菌
す

る
設
備
を
見
学
し
ま
し
た
。
こ

の
施
設
の
水
は
、
主
に
清
水
頭

か
ら
日
ノ
沢
へ
供
給
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

児
童
ら
は
初
め
て
見
る
施
設

内
の
設
備
に
興
味
津
々
で
「
こ

の
ス
イ
ッ
チ
は
何
で
す
か
？
」

「
こ
の
ラ
ン
プ
は
ど
う
し
て
光

っ
て
る
ん
で
す
か
？
」「
機
械

が
壊
れ
た
ら
ど
う
す
る
ん
で
す

か
？
」
と
矢
継
ぎ
早
に
質
問
を

し
て
い
ま
し
た
。
水
道
課
職
員

は
「
田
子
の
水
は
山
の
わ
き
水

で
す
。
山
は
自
然
の
ろ
過
装
置

な
の
で
、
山
に
行
っ
た
時
は
ご

み
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

八
戸
の
水
は
川
の
水
な
の
で
、

盗
難
防
止
看
板
を
三
戸
地
区
防

犯
指
導
隊
田
子
支
隊
長
へ
、
の

ぼ
り
旗
を
八
戸
農
協
田
子
営
農

セ
ン
タ
ー
長
へ
そ
れ
ぞ
れ
手
渡

し
ま
し
た
。
出
動
式
終
了
後
は

に
ん
に
く
畑
へ
移
動
し
、
看
板

と
の
ぼ
り
旗
を
設
置
。
参
加
者

一
同
で
『
た
っ
こ
に
ん
に
く
』

を
守
る
決
意
を
新
た
に
し
ま
し

た
。

児
童
一
人
ひ
と
り
の
気
持

ち
を
届
け
に

　

６
月
20
日
、
田
子
小
学
校
の

保
健
委
員
会
と
児
童
会
の
６
年

生
４
名
が
町
役
場
を
訪
れ
、
震

災
被
災
地
へ
の
義
援
金
を
松
橋

良
則
町
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

こ
の
義
援
金
は
、
ニ
ュ
ー
ス

を
見
て
自
分
た
ち
も
被
災
地
に

協
力
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と

川
に
も
ご
み
を
捨
て
な
い
で
く

だ
さ
い
」
と
児
童
た
ち
に
呼
び

か
け
ま
し
た
。

一
坪
オ
ー
ナ
ー
が
に
ん
に

く
を
収
穫
！

　

６
月
25
日
・
26
日
の
両
日
、

上
野
ノ
下
タ
地
区
の
畑
で
、
一

坪
オ
ー
ナ
ー
に
よ
る
に
ん
に
く

の
収
穫
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
田
子
に
ん
に
く
消
費
拡

大
委
員
会
の
主
催
に
よ
り
、
毎

年
恒
例
の
行
事
と
な
っ
て
い
ま

す
。
乾
燥
前
の
み
ず
み
ず
し
く

糖
度
の
高
い
生
に
ん
に
く
を
求

め
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
人
々

が
訪
れ
ま
し
た
。

　

八
戸
市
か
ら
職
場
仲
間
で
来

た
一
行
は
、
昨
年
も
収
穫
し
た

と
い
う
リ
ピ
ー
タ
ー
で
、
掘
り

考
え
た
保
健
委
員
会
の
提
案
か

ら
始
ま
り
、
児
童
会
も
一
緒
に

行
っ
た
募
金
活
動
で
集
め
ら
れ

ま
し
た
。
５
月
中
の
登
校
時
間

に
募
金
を
呼
び
か
け
、
総
額
２

万
１
０
４
９
円
集
ま
り
ま
し
た
。

　

松
橋
町
長
に
募
金
活
動
に
つ

い
て
聞
か
れ
た
児
童
は
「
私
た

ち
が
始
め
た
こ
と
に
、
み
ん
な

が
協
力
し
て
く
れ
て
う
れ
し
か

っ
た
」と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

町
の
水
道
に
つ
い
て
学
ぼ

う
！

　

６
月
21
日
、
役
場
水
道
課
で

は
６
月
の
水
道
週
間
行
事
の
一

環
と
し
て
、
町
内
各
小
学
校
の

３
・
４
年
生
を
対
象
に
水
道
施

設
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
児
童
ら
は
今
年
３
月水道課職員の説明を受ける児童ら

義援金を手渡す田子小児童代表

設備について質問する児童

固定資産評価審査
委員会委員辞令交付
　６月23日、岩間栄さん

（60歳・矢田郎）に固定資
産評価審査委員会委員の辞
令が交付されました。
　任期は３年で、平成26年
６月19日までとなります。

たっこにんにく最高！
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第
61
回
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動　

メ
ッ
セ
ー
ジ
伝

達
式

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

は
、
全
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や

非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人

た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明

る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全

国
的
な
運
動
で
す
。
７
月
の
強

調
月
間
に
は
、
全
国
的
に
広
報

活
動
や
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
７
月
５
日
、
役
場
前
駐
車

場
で
穂
積
倉
二
八
戸
地
区
保
護

司
会
三
戸
分
会
長
か
ら
松
橋
町

長
へ
、
法
務
大
臣
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
広
報
車
に
よ
る
広
報
活

動
と
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
う
ち
わ
を

配
る
な
ど
し
て
、
犯
罪
や
非
行

防
止
、
更
生
保
護
に
対
す
る
理

解
と
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

トピックス

メッセージを伝達する穂積分会長

各
種
目
で
大
活
躍
！

　

～
三
戸
郡
中
学
校
体
育
大
会
夏
季
大
会
～

　

６
月
18
日
・
19
日
の
両
日
、

三
戸
郡
内
の
各
会
場
で
第
60
回

三
戸
郡
中
学
校
体
育
大
会
夏
季

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
日
差
し

が
じ
り
じ
り
と
照
り
つ
け
る

中
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
各
種
目
で

優
勝
や
準
優
勝
を
勝
ち
取
り
、

田
子
中
の
躍
進
が
光
り
ま
し
た
。

◇
団
体

▼
第
１
位

◎
野
球
競
技

　
（
４
年
ぶ
り
４
度
目
）

◎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
男
子

（
４
年
ぶ
り
20
度
目
）

◎
相
撲
競
技
（
２
年
ぶ
り
21
度

目
）

▼
第
２
位

◎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
女
子

◎
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
女
子

▼
第
３
位

◎
卓
球
競
技
男
子

◇
個
人

▼
第
１
位

◎
陸
上
競
技

▽
砲
丸
投
げ　

山
市
将
貴

◎
相
撲
競
技

▽
１
年
の
部　

山
市
大
悟

▽
２
年
の
部　

上
平
晴
輝

▽
３
年
の
部　

山
市
竜
範

▽
70
㌔
未
満　

山
市
大
悟

▽
90
㌔
以
上　

山
市
竜
範

▼
第
２
位

◎
相
撲
競
技

▽
１
年
の
部　

末
松
明
尚

▽
２
年
の
部　

西
野
明
河

▽
70
㌔
未
満　

清
水
雅
也

▽
70
㌔
以
上
90
㌔
未
満

　

西
野
明
河

▽
90
㌔
以
上　

上
平
晴
輝

▼
第
３
位

◎
陸
上
競
技

▽
４
０
０
㍍　

村
木
翔
也

▽
１
年
１
５
０
０
㍍

　

久
保
裕
輝

▽
２
・
３
年
１
５
０
０
㍍

　

山
本
晃
輝

◎
相
撲
競
技

▽
１
年
の
部　

清
水
雅
也

▽
70
㌔
以
上
90
㌔
未
満

　

末
松
明
尚

　

参
加
者
は
各
県
の
ル
ー
ト
か

ら
山
頂
を
目
指
し
ま
す
が
、
今

年
は
、
秋
田
県
側
の
登
山
道
崩

落
に
よ
り
鹿
角
市
の
方
々
と
合

同
で
頂
上
ま
で
３
・
５
㎞
の
道

の
り
を
登
山
し
ま
し
た
。
あ
い

に
く
、
山
頂
付
近
は
霧
が
か
か

り
パ
ノ
ラ
マ
を
楽
し
む
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
八
幡

平
市
の
参
加
者
と
合
流
し
、
鹿

角
地
域
米
代
川
水
系
自
然
の
会

が
作
成
し
た
新
し
い
標
柱
を
立

て
ま
し
た
。
そ
の
後
セ
レ
モ
ニ

ー
が
行
わ
れ
、
参
加
者
全
員
で

「
四
角
岳
美
化
登
山
宣
言
」
を

読
み
上
げ
ま
し
た
。
山
頂
で
の

昼
食
後
、
下
山
し
な
が
ら
空
き

缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
ゴ

ミ
を
拾
い
集
め
、
自
然
保
護
に

一
役
買
い
ま
し
た
。

四角岳山頂に立てられた標柱



6トピックス

　６月22日から27日までの６日
間、姉妹都市アメリカ・ギルロイ市
の一行（高校生６名、引率者２名）
が、短期研修で来町しました。
　この事業は青少年の国際教育を目
的としたもので、ギルロイ市の教育
関係者による非営利団体「ギルロイ
－田子短期留学プログラム（Gilroy 
Ta k ko  S t uden t  E x change 
Program）」の海外派遣事業として
行われており、今年度で２回目とな
ります。
　高校生らは町内の学校施設を訪問
し、児童生徒らとふれあい、交流を
深めました。また、みろくの滝やタ
プコプ創遊村なども訪れ、見て、聞
いて、体験しました。滞在期間中は
町内の一般家庭に宿泊し、日本の文
化や田子町について学びながら、多
くの町民と交流を深めました。
　26日のさよならパーティーでは、
ホストファミリーが「受け入れたの
がこの子で良かった」「２日目の地
震の時に心配してくれて、本当の家
族と思ってくれていることが実感で
きてうれしかった」「これからも家
族として交流を続けていきたい」な
どと話し、短い滞在期間の中でお互
いに充実した時間を過ごすことがで
きたようでした。

ようこそ田子町へ！　「ギルロイ市高校生短期研修」

（左）田子高校ではナニャドヤラ
　で交流

（右）田子中学校では習字に挑戦、
　上手に書けました

（左）ホストファミリーに感謝
　の言葉を伝える高校生

（右）別れを惜しむ出発の朝

（上）幼稚園児とはいチーズ！　（下）初めてのにんにく収穫体験



　
7 図書館情報

図
書
館
お
や
す
み
カ
レ
ン
ダ
ー

▼
色
の
濃
い
日
が
休
館
日
で
す
。

図
書
館
の
開
館
時
間

　

水
〜
土 

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

　

日
曜
日 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

図
書
館
休
館
日

毎
週
月
曜
日
・
火
曜
日
・
祝
日
・

第
４
木
曜
日
（
館
内
整
理
日
）

　

田
子
町
立
図
書
館☎

20
‐
７
２
２
１

８
月
の
図
書
館
行
事

▼
８
／
３
（
水
）
午
前
10
時

赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の
紹
介
／
せ
せ
ら

ぎ
の
郷

▼
８
／
６
（
土
）
午
前
11
時

読
書
マ
ラ
ソ
ン
表
彰
式

紙
芝
居
と
本
の
読
み
き
か
せ

▼
８
／
27
（
土
）
午
前
10
時
30
分

本
の
読
み
き
か
せ
と
と
し
ょ
か
ん

ク
ラ
ブ  

折
り
紙
で「
箱
」
を
作
ろ
う

ご
家
族
み
な
さ
ん
で
図
書
館
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
や
っ
て
み
よ
う
！　

夏
休
み

の
自
由
研
究

○
中
学
生
理
科
の
自
由
研
究　

こ
だ
わ
り
実
験
23

○
自
然
図
鑑

○
子
ど
も
と
楽
し
む
手
づ
く
り

木
工
40
の
ア
イ
デ
ア

○
で
ん
じ
ろ
う
先
生
の
カ
ッ
コ

い
い
！　

科
学
お
も
ち
ゃ

「
中
学
生
・
高
校
生
に
お

す
す
め
」
の
本

　

勉
強
と
部
活
動
で
時
間
が
足

り
な
い
中
学
生
・
高
校
生
の
み

な
さ
ん
に
と
っ
て
、
夏
休
み
は

読
書
を
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

最
近
は
中
学
生
の
み
な
さ
ん
の

本
の
リ
ク
ス
エ
ト
が
増
え
て
い

ま
す
。
何
を
読
ん
だ
ら
い
い
の

か
分
か
ら
な
い
と
き
は
、
教
科

書
に
お
す
す
め
本
が
た
く
さ
ん

載
っ
て
い
ま
す
。
図
書
館
で
は

そ
れ
ら
の
本
も
こ
れ
か
ら
揃
え

て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

○
涼
宮
ハ
ル
ヒ
の
驚
愕
／
上
下

巻
／
谷
川
流
／
９
１
３
タ

○
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
／
１
上
下
巻

／
ス
テ
フ
ァ
ニ
ー
・
メ
イ
ヤ

ー
／
９
３
３
メ

○
狼
と
香
辛
料
／
５
巻
６
巻
／

支
倉
凍
砂
／
９
１
３
ハ

○
嵐
の
大
地
パ
タ
ゴ
ニ
ア
／
２

セ
○
生
き
の
び
る
た
め
に
／
デ
ボ

ラ
・
エ
リ
ス
／
９
エ

開
館
時
間
変
更
の
お
知
ら
せ

　

８
月
13
日
（
土
）
は
お
盆
の

た
め
開
館
時
間
を
変
更
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

▽
変
更
後

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

（
通
常　

午
前
10
時

〜
午
後
６
時
）

　

ど
う
ぞ
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

図
書
館
情
報

夏
休
み
は
図
書
館
へ

　
　
「
自
由
研
究
と
工
作
」
の
本

　
　
「
中
学
生
・
高
校
生
に
お
す
す
め
」
の
本

「
自
由
研
究
と
工
作
」の
本

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
楽
し

い
夏
休
み
に
な
り
ま
し
た
。
図

書
館
で
は
宿
題
の
参
考
に
「
自

由
研
究
と
工
作
」
の
本
を
約
１

０
０
冊
集
め
て
展
示
・
貸
出
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
お
子
さ
ん

と
一
緒
に
自
由
研
究
や
工
作
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
？　

ど
う
ぞ

●考え方
▽Ｑわたしの思考探究２／

104キ
●社会・災害
▽池上彰の学べるニュース

３／304イ
▽東日本大震災／朝日新聞

社／369ヒ
●健康
▽「昨日の疲れ」が抜けな

くなったら読む本／498
ニ

●料理・手芸
▽料理・手芸
▽おかず練習帳／朝日新聞

生活グループ編／596オ
▽飛田和緒の甘くないおや

つ／596ヒ
▽エコクラフトの収納かご

＆バスケット／754フ
●園芸・ペット
▽育てて楽しむはじめての

緑のカーテン／629ソ
▽ブイヨンの日々。／糸井

重里／645イ
●時代小説
▽古着屋総兵衛影始末⑧知

略／佐伯泰英／913サ
▽ちよの負けん気、実の父

親／佐藤雅美／913サ

▽三人の二代目／上下巻／
堺屋太一／913サ

▽源内なかま講／高橋克彦
／913タ

▽剣客春秋／縁の剣／鳥羽
亮／913ト

▽諏訪の妖狐／はやぶさ新
八御用旅／平岩弓枝／
913ヒ

▽陰陽師／醍醐ノ巻／夢枕
獏／913ユ

●ミステリー
▽ゴーストハント４／小野

不由美／913オ
▽三つの名を持つ犬／近藤

史恵／913コ
▽オーダーメイド殺人クラ

ブ／辻村深月／913ツ
▽十津川警部日本縦断長篇

ベスト選集07 ／西村京
太郎／913ニ

▽鬼畜の家／深木章子／
913ミ

●そのほかの小説など
▽天頂より少し下って／川

上弘美／913カ
▽しょうがない人／平安寿

子／913タ
▽この女／森絵都／913モ
●エッセイ
▽一升桝の度量／池波正太

郎／914イ
▽積極的その日暮らし／落

合恵子／914オ
好きなことを調べてみよう



8公民館情報・お知らせ

お
知
ら
せ

高
速
道
路
無
料
化
に
係
る

被
災
証
明
書
の
交
付

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に

対
し
て
、
東
北
地
方
を
発
着
す

る
高
速
道
路
等
の
通
行
料
金
が

無
料
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、

町
で
は
、
無
料
通
行
に
使
用
す

る
た
め
の
「
被
災
証
明
書
」
を

発
行
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
方

　

平
成
23
年
３
月
11
日
か
ら
４

月
８
日
ま
で
の
間
、
田
子
町
に

住
所
が
あ
っ
た
方

▼
受
付
期
間

　

７
月
１
日
か
ら　

午
前
８
時

15
分
〜
午
後
５
時
（
土
日
祝
祭

日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

▼
受
付
場
所

　

役
場
総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ

▼
申
請
時
必
要
な
も
の

　

公
的
身
分
証
明
書
（
免
許
証
、

健
康
保
険
証
等
）、
印
鑑

※
代
理
申
請
は
、
同
一
世
帯
員

に
限
り
可
能
で
す
。

　

そ
の
場
合
、
代
理
申
請
者
と

請
求
者
の
公
的
身
分
証
明
書
が

必
要
で
す
。

第
19
回
青
森
県
民
駅
伝
競

走
大
会

　
「
健
脚
で
つ
な
げ
郷
土
の
和

と
心
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
第

19
回
青
森
県
民
駅
伝
競
走
大
会

が
、
９
月
４
日
（
日
）
に
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

県
観
光
物
産
館
ア
ス
パ
ム
前

を
ス
タ
ー
ト
し
て
、
県
総
合
運

動
公
園
に
ゴ
ー
ル
す
る
33
・
８

㎞
を
８
人
の
ラ
ン
ナ
ー
で
た
す

き
を
つ
な
ぎ
ま
す
。

　

選
抜
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
が
、

町
民
プ
ー
ル
開
放
中

　

町
民
プ
ー
ル
は
、
８
月
24
日

（
水
）
ま
で
一
般
開
放
し
て
い

ま
す
。

　

町
民
プ
ー
ル
で
、
今
年
の
夏

を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
入
場
料　

中
学
生
以
下
52
円

　

高
校
生
以
上
１
０
５
円

※
小
学
校
３
年
生
以
下
の
児
童

は
大
人
の
付
添
が
必
要
で
す
。

※
８
月
２
日
（
火
）
か
ら
４
日

（
木
）
は
、
水
泳
教
室
が
開
催

さ
れ
ま
す
が
、
一
般
開
放
も
い

た
し
ま
す
。

公
民
館
情
報

■
行
事
等
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
田
子
町
中
央
公
民
館
（
☎

20
‐
７
０
７
０
）
ま
た
は
上
郷
公
民
館
（
☎
33
‐
１
８
１
１
）
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

日
々
練
習
を
重
ね
、
過
去
最
高

順
位
の
町
の
部
８
位
を
狙
っ

て
、
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

○
正
午
ス
タ
ー
ト

　

当
日
は
、
青
森
放
送
テ
レ
ビ

（
Ｒ
Ａ
Ｂ
）
に
て
大
会
の
模
様

が
放
送
さ
れ
ま
す
。

第
57
回
田
子
町
民
大
運
動
会

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
ひ
か

る
汗
み
な
ぎ
る
力
」

　

県
立
田
子
高
等
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
主
会
場
に
、
第
57
回
田

子
町
民
大
運
動
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
行
政
区
に
よ
り
チ
ー
ム

編
成
さ
れ
た
全
８
チ
ー
ム
が
、

21
種
目
の
競
技
で
優
勝
を
争
い

ま
す
。

▼
と
き　

９
月
11
日
（
日
）

　

午
前
９
時
15
分
開
会
式

プール開きの様子

昨年度は町の部９位と健闘

み
ん
な
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

公
民
館
講
座
の
お
知
ら
せ

●
ヨ
ガ
講
座

▽
と
き　

８
月
４
・
18
日
（
木
）
午

後
７
時
〜
９
時

▽
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
和
室

●
生
花
講
座

▽
と
き　

８
月
19
日
（
金
）
▽
と

こ
ろ　

中
央
公
民
館
和
室
▽
受

講
料　

材
料
費
込
み
１
０
０
０

円
程
度
▽
講
師　

山
本
一
枝
子

氏
▽
持
ち
物　

花
鋏
、
カ
ッ
タ

ー
等

●
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

▽
と
き　

８
月
30
日
（
火
）
午
後

７
時
〜
９
時
▽
と
こ
ろ　

上
郷

公
民
館
研
修
室
▽
テ
ー
マ
「
秋

の
花
」
▽
材
料
費　

２
０
０
０

円
程
度
▽
講
師　

川
村
昌
子
氏

▽
持
ち
物　

花
鋏
、
カ
ッ
タ
ー
等

▽
申
込
期
限　

８
月
26
日
（
金
）

●
水
曜
わ
ん
ぱ
く
塾

▽
と
き　

８
月
31
日
（
水
）
午
後

３
時
〜
５
時
▽
と
こ
ろ　

上
郷

公
民
館

問のマークは「お問い合わせ先」の意味です
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田子町墓園永代使用者募集のお知らせ
　町では、田子町墓園墓地区画の永代使用者を募
集しております。
　使用希望者は、現地図面を町民課にて受け取り、
必ず現地を確認のうえ使用申込をしてください。

▼墓地区画概要
　区　画	 寸　法	 面　積	 残区画

　Ｃ区画	 2
間 口

.00×2
奥 行

.00	 4.00㎡	 27区画
　Ｄ区画	 2.00×1.50	 3.00㎡	 １区画
　Ｅ区画	 2.50×2.36	 5.90㎡	 12区画

▼永代使用料および管理手数料（共用部分）
	 永代使用料	 管理手数料
　Ｃ区画	 204,000円	 3,200円
　Ｄ区画	 150,000円	 3,200円
　Ｅ区画	 301,000円	 3,200円
※永代使用料は一括納付、管理手数料は年額で毎年の
請求となります。
▼使用申込できる方の範囲
・本町に本籍を有する方
・本町内に墓地を有する方
・本町に将来居住を希望する方
・本町に以前居住していた方
▼申込方法
◎提出書類　田子町墓園使用許可申請書、世帯全

員の住民票
◎提出場所　役場町民課住民環境グループ
※印鑑をご持参ください。
問役場町民課住民環境グループ☎２０−７１１３

個人事業税について
　個人事業税は、一定の事業を行う個人
に対し、原則として前年の所得をもとに
課税される県の税金です。個人事業税が
課税される主な事業の種類及び納める額
は右表のとおりです。
　次の事業を行っている個人で、▽県内
に事務所・事業所がある人▽事務所・事
業所を設けていない方で住所地が県内に
ある方、に対して課されます。
　なお、地域県民局から送付される納税
通知書により、原則として８月と 11 月の
二期に分けて納めていただきます。
　※東日本大震災により財産等に甚だし
い被害を受けた方に対して、被害の状況
に応じた県税の減免措置があります。
　また、災害により県税を一時的に納付することができないときは、県税の徴収を猶予する制度があります。
どちらも申請が必要ですので、詳しくは地域県民局県税部までお問い合わせください。
問 三八地域県民局県税部課税第一課 ☎０１７８−２７−５１１１ 内線２１０

高校２年生相当の年齢の方へ
麻しん・風しん予防接種について
　修学旅行や海外研修で、国外に麻しんを持ち込まない
ために、定期予防接種の対象に高校２年生相当の年齢の
方が追加されました。これから海外に行く予定の方は、
無料で接種できますので、保健福祉支援センター（せせ
らぎの郷）までお問い合わせください。
▼対象　高校２年生相当の年齢の方
▼期間　平成24年３月31日まで
▼料金　無料
※免疫が得られるまでには少し時間が必要です。渡航直
前ではなく、時間的ゆとりを持って接種してください。
問保健福祉支援センター☎２０−７１００

県境不法投棄現場県民見学会の参加者募集
　県では、青森・岩手県境不法投棄現場の原状回復対策
事業の状況について皆様に公開するため、県民を対象と
した見学会を下記のとおり開催します。
▼開催日　９月４日（日）
▼見学場所　県境不法投棄現場及び浸出水処理施設
▼出発時刻・場所
　①田子町役場前（午後１時35分）
　②上郷公民館前（午後１時55分）
▼募集人数　40名（定員を超えた場合は抽選）
　※参加は無料ですが事前のお申込みが必要です
▼応募締切　８月19日（金）
▼申込・問合せ先　青森県環境生活部県境再生対策室

☎０１７−７３４−９２６１

事業の種類 納める額

第１種事業
物品販売業、不動産貸付業、駐車場業、
運送業、製造業、請負業、旅館業、飲
食店業、代理業などの事業 課税所得×５％

第２種事業 畜産業、水産業、薪炭製造業（主とし
て自家労力を用いて行うものを除く） 課税所得×４％

第３種事業

医業、歯科医業、薬剤師業、弁護士業、
税理士業、コンサルタント業、デザイ
ン業、理容業、美容業などの事業

課税所得×５％

あん摩・マッサージ、指圧・はり・き
ゅう・柔道整復その他の医業に類する
事業、装蹄師業

課税所得×３％

◇課税所得＝前年の収入金額－必要経費－事業専従者控除－各種控除
　　　　　　－事業主控除　年額２９０万円（※１）

（※１）事業期間が１年に満たない場合、月割りにより計算します。
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ごみの減量にご協力を！
　７月号でもお伝えしたとおり、この夏は電力供給が
不足すると想定されます。三戸地区クリーンセンター
では、莫大な電力を使用してごみ処理をしているため、
施設の節電等の状況によっては、ごみ処理が追いつか
ず、ごみ収集に制限が出る可能性があります。各家庭
で「生ごみの水切り」や「可燃ごみの減量と分別」を
徹底し、ごみの減量に努めてくださるようお願いいた
します。
問役場町民課住民環境グループ ☎２０−７１１３

後期高齢者医療制度加入のみなさまへ
〜後期高齢者医療制度のお知らせ〜

●「後期高齢者医療被保険者証の一斉更新」について
　平成23年８月１日は被保険者証の更新日です。新
しい被保険者証は、７月下旬に「役場からの郵送」

（または「役場窓口でのお引渡し」）となり、有効期
限は平成25年７月31日までとなります（ただし、保
険料の滞納等の理由により納付相談の必要な方につ
いては、有効期限及び更新時期が異なる場合があり
ます）。
　現在お使いの被保険者証は、平成23年８月１日以
降に役場福祉課地域福祉グループに返還してくださ
い（郵送による返還もできます）。
○交付されましたら、記載内容をご確認の上、誤り
がありましたら役場窓口にお申し出ください。
○新しい被保険者証は、裏面に臓器提供の意思表示

（提供する・提供しない）が記入できるようになりま
した。なお、意思表示の記入については、義務では
ありません。
○平成22年中の所得状況等により、
８月１日から医療機関窓口での自己負
担割合が変わる場合があります。
問役場福祉課地域福祉グループ ☎２０−７１１９
問青森県後期高齢者医療広域連合

☎０１７ー７２１ー３８２１
　
●「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認
定証」について
▼平成22年度に交付を受けている方
　現在お使いの後期高齢者医療限度額適用・標準負
担額減額認定証は、平成23年７月31日が有効期限と
なっております。
　平成22年中の所得状況等により、平成23年度も引
き続き低所得Ⅱまたは低所得Ⅰと判定された方につ
きましては、新しい被保険者証とともに新しい認定
証が交付されますので、更新手続きの必要はありま
せん。
　なお、新しい認定証の有効期限は平成24年７月31
日となります。

児童扶養手当・特別児童扶養手当について
▼「児童扶養手当」とは？
　父母の離婚などにより、父ま
たは母と生計を同じくしていな
い子どもが育成される家庭（ひ
とり親家庭）の生活の安定と自
立を助け、児童の福祉増進を図
ることを目的として支給される
手当です。
　平成22年８月１日からは、これまでの母子家庭に加
え、父子家庭にも支給対象が拡大されました。
　ひとり親家庭等で、18歳に達する年の年度末までの
児童（障害をもった児童については20歳未満）を監護
している父または母か養育者に支給されます。
◎支給されない場合…事実上の婚姻関係にあるとき、
公的年金を受給しているとき、児童福祉施設に入所し
ているとき。
◎所得制限…手当を受ける人や扶養義務者の所得か
ら、手当の全部または一部が支給停止されます（養育
費についても所得とされます）。

▼「特別児童扶養手当」とは？
　精神または身体に障害のある児童の福祉増進を図る
ことを目的としています。
　精神または身体に障害のある20歳未満の児童を監
護、養育する父または母か養育者に支給されます。
◎支給されない場合…児童が障害事由の年金を受給し
ているとき、児童が施設に入所しているとき
◎所得制限…父母または扶養義務者の所得が一定以上
あるとき。

●現況届の提出をお忘れなく！
　現在、児童扶養手当を受給している方（母子家庭等）
や特別児童扶養手当（精神または身体に障害のある20
歳未満の児童を監護、養育する父または母か養育者に
支給される手当－支給要件有り）を受給している方は、
８月中に現況届の提出が必要です。現況届を提出しな
いと、手当が支給されない場合がありますので、お知
らせが届いたら忘れずに提出してください。

●児童扶養手当等の手続きの方法は？
　新たに、上記に該当し受給資格が生じた場合、手当
を受給するためには、「認定請求書」の提出が必要で
す。請求書を提出後、福祉事務所が認定し、児童扶養
手当を受ける権利が発生します。
　児童扶養手当は、認定請求をした日の属する月の翌
月分から支給事由の消滅した日の属する月分まで支給
されるもので、随時受け付けています。

問役場福祉課地域福祉グループ ☎２０−７１１９
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■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

●
楽
し
い
夏
休
み
を
過
ご
そ
う

　

楽
し
い
夏
休
み
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
時
季
は
、
花
火

や
お
盆
の
迎
え
火
・
送
り
火
に

よ
る
火
災
、
ま
た
、
海
や
川
、

プ
ー
ル
に
よ
る
事
故
が
発
生
し

や
す
い
の
で
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

【
花
火
遊
び
】

○
大
人
と
一
緒
に
遊
ぶ

○
水
バ
ケ
ツ
を
準
備
す
る

○
広
い
場
所
で
遊
ぶ

○
人
や
建
物
に
絶
対
向
け
な
い

○
不
発
の
花
火
を
燃
や
さ
な
い

○
花
火
は
１
本
ず
つ
遊
ぶ

○
遊
び
方
を
よ
く
読
む

【
お
盆
の
迎
え
火
・
送
り
火
】

○
水
バ
ケ
ツ
を
準
備
す
る

○
風
の
強
い
日
は
焚
か
な
い

○
火
が
完
全
に
消
え
る
ま
で
そ

の
場
を
離
れ
な
い

【
水
遊
び
・
水
泳
】

○
子
ど
も
だ
け
で
海
や
川
、
プ

ー
ル
な
ど
に
行
か
な
い

○
泳
ぐ
前
に
健
康
状
態
の
確
認

を
す
る

○
準
備
運
動
を
必
ず
行
う

○
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い

○
飲
酒
し
た
ら
絶

対
に
泳
が
な
い

○
遊
泳
禁
止
の
場

所
に
は
近
づ
か
な
い

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

情報スクランブル

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
警
察
官
Ｂ
採
用
！

「
安
心
の
街
」
い
つ
も
の
毎
日

を
、
守
り
続
け
る
。

　

青
森
県
人
事
委
員
会
及
び
青

森
県
警
察
本
部
で
は
、
警
察
官

Ｂ
の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

▽
受
付
期
間　

８
月
８
日
（
月
）

〜
９
月
２
日
（
金
）

▽
第
一
次
試
験　

９
月
25
日（
日
）

▽
試
験
地　

青
森
市
・
八
戸
市

・
弘
前
市

▽
受
験
資
格　

昭
和
54
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
６
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
者
（
学
校
教

育
法
に
よ
る
大
学
を
卒
業
し
た

者
ま
た
は
平
成
24
年
３
月
31
日

ま
で
に
大
学
卒
業
見
込
み
の
者

を
除
く
）

※
詳
し
く
は
最
寄
り
の
警
察
署

か
駐
在
所
へ
ど
う
ぞ
。

●
夏
休
み
中
の
非
行
防
止

　

夏
休
み
中
、
開
放
感
や
生
活

リ
ズ
ム
の
変
化
か
ら
、
夜
遊
び
、

飲
酒
・
喫
煙
、
家
出
、
万
引
き

な
ど
の
非
行
に
走
っ
た
り
、
犯

罪
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
す
る
危

険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

家
庭
、
地
域
一
丸
と
な
っ
て

非
行
や
犯
罪
被
害
等
か
ら
守
り

ま
し
ょ
う
。

ま
し
ょ
う
。

　

今
年
も
、
に
ん
に
く
収
穫
期
に
合
わ

せ
て
盗
難
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
生
産
者
が
丹
誠
込
め
て
育

て
た
に
ん
に
く
を
盗
難
か
ら
守
ろ
う
と

一
致
団
結
。
毎
年
、
町
自
慢
の
「
た
っ

こ
に
ん
に
く
」
を
個
人
的
に
全
国
の
友

人
ら
に
贈
っ
て
い
ま
す
が
、
間
違
い
な

く
喜
ば
れ
ま
す
。

　

も
う
す
ぐ
お
盆
、
終
戦
か
ら
66
年
が

経
ち
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
戦
時
中
の
話

を
ど
の
く
ら
い
知
っ
て
い
ま
す
か
？　

私
は
と
い
え
ば
、
親
は
団
塊
の
世
代
、

私
は
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
。
正
直
な
と
こ
ろ
、

戦
争
体
験
が
な
い
の
で
ピ
ン
と
来
ま
せ

ん
。
３
年
前
に
他
界
し
た
祖
父
か
ら
は

戦
時
中
、
岩
手
県
釜
石
市
に
駐
屯
し
製

鉄
所
防
衛
に
服
務
し
た
と
聞
き
ま
し
た
。

祖
母
に
は
、
航
空
機
の
燃
料
に
し
よ
う

と
松
ヤ
ニ
（
松
根
油
）
を
集
め
る
活
動

を
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

先
の
大
戦
で
多
く
の
人
々
が
犠
牲
に

な
っ
た
こ
と
、
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る

こ
と
、
そ
れ
に
よ
り
今
日
の
平
和
が
あ

る
こ
と
。
テ
レ
ビ
や
新
聞
、
ご
家
族
の

話
な
ど
か
ら
戦
時
中
の
話
題
に
触
れ
、

年
に
一
度
で
も
平
和
に
つ
い
て
考
え
る

時
間
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。　

  （
広
報
担
当　

Ｋ
・
Ｈ
）

編
集
後
記

　

国
際
交
流
推
進
員
の
ジ
ェ
シ
カ
さ
ん

が
任
期
を
終
え
帰
国
し
ま
し
た
。
彼
女

の
明
る
い
性
格
と
笑
顔
が
印
象
的
で
し

た
。
こ
の
１
年
間
、
日
本
語
や
日
本
の

文
化
を
た
く
さ
ん
学
び
吸
収
し
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
新
た
に
着
任
し
た
ジ
ェ
フ
リ

ー
さ
ん
は
、
物
腰
の
柔
ら
か
い
好
青
年

で
す
。
日
本
語
も
分
か
る
の
で
、
街
で

見
か
け
た
ら
積
極
的
に
話
し
か
け
て
み

年と

し齢
と
共
に
亡
母
の
し
ぐ
さ
が
身
に
つ
き
て
切
っ
て
も
切

れ
な
い
親
子
の
絆 

貝
守
多
恵

弥
生
末
流
れ
る
雲
を
眼
下
に
し
病
み
て
気
の
付
く
幸
せ
の

根も

と元 

貝
守
多
恵

朝
に
な
れ
ば
取
り
払
は
れ
る
運
命
の
糸
つ
な
ぎ
ゐ
る
蜘
蛛

の
営
み 

山
本
静
枝

誰
か
が
忘
れ
そ
れ
が
還
れ
ば
又
誰
か
の
忘
れ
物
店
に
客
の

如
く
あ
る 

山
本
静
枝

大
窓
の
絵
画
は
み
ど
り
一
色
に
春
夏
秋
冬
の
夢
を
紡
ぎ
ゐ
る

 

新
井
田
衣

春
の
作
業
遅
れ
に
遅
れ
や
き
も
き
と
農
家
な
や
ま
す
天
候

不
順 

新
井
田
衣

千
年
に
一
度
の
津
波
東
北
の
沿
岸
浚
は
れ
瓦
礫
と
化
せ
り

 

柳
田
麗
子

約
束
を
果
せ
る
如
く
安
ら
ひ
て
母
逝
き
ま
せ
り
笑
む
が
如

く
に 

柳
田
麗
子

タプコピアン文芸
タプコプ短歌会（代表　柳田麗子）

短
歌



1

●
三
八
管
内
複
式
担
任
者
研
修

会
よ
り

　

６
月
17
日
、
複
式
学
級
の
先

生
方
が
集
い
、
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
本
校
で
郡
単
位

以
上
の
研
修
会
や
大
会
が
開
か

れ
る
の
は
久
し
ぶ
り
の
こ
と
で

し
た
が
、
当
日
は
好
天
に
も
恵

ま
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
伸
び
伸

び
と
し
た
姿
で
学
習
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
２
・
３
年
生
と

４
・
５
年
の
２
ク
ラ
ス
が
複
式

学
級
と
な
り
、
国
語
と
算
数
を

中
心
に
一
つ
の
教
室
で
二
つ
の

学
年
の
授
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
先
生
が
指
導
に
関
わ
れ
る

時
間
が
半
分
ず
つ
く
ら
い
し
か

取
れ
な
い
た
め
、
ガ
イ
ド
の
子

が
発
表
や
答
え
合
わ
せ
を
進
め

る
な
ど
の
役
割
を
果
た
す
こ
と

も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
２
年
生
は
澤
口

仁
誉
さ
ん
、
３
年
生
は
荒
木
田

知
広
さ
ん
、
４
年
生
は
上
村
永

遠
さ
ん
、
５
年
生
は
荒
木
田
伊

佐
央
さ
ん
が
元
気
に
ガ
イ
ド
役

を
務
め
ま
し
た
。
今
年
度
中
に

全
員
が
ガ
イ
ド
と
な
っ
て
学
習

を
進
め
る
経
験
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

複
式
学
習
の
よ
さ
は
、
子
ど

も
自
身
に
学
習
の
進
め
方

や
問
題
の
解
決
の
仕
方
が

身
に
付
く
こ
と
で
、
自
学

学
習
す
る
力
が
育
つ
こ
と

に
あ
り
ま
す
。本
校
で
は
、

そ
の
よ
う
な
学
ぶ
力
を
身

に
付
け
さ
せ
る
と
と
も
に

豊
か
な
環
境
を
い
か
し
た

体
験
活
動
や
最
後
ま
で
粘

り
強
く
運
動
に
取
り
組
ま

せ
る
こ
と
を
通
し
て
、
心

豊
か
に
た
く
ま
し
く
生
き

抜
く
力
の
土
台
づ
く
り
に

努
め
て
い
ま
す
。

学
校
の
話
題
　 

上
郷
小
学
校

誕生

●村田煌
こうが

向（真吾・恵里）／西舘野
●久保結

ゆ ね

音（佑輔・成子）／夏坂
●中平　葵

あおい

（大輔・愛美）／干草場
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

結婚
●堀　一彦（南風張）
　長谷川　歩（八戸市）

お悔やみ
●柳田いと（90歳）雀ヶ平
●西村與六（95歳）下本町
●飯豊清治（75歳）上野
●富岡タカ子（90歳）下田子
●西野秋雄（78歳）種子
●原　嘉道（63歳）石亀
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です

町
の
人
口

平
成
23
年
６
月
30
日
現
在

世帯数／2259（−１）
人口／6598（−９）
男／3173（−８）
女／3425（−１）

（　）内は前月比です
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●8月1日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●8月3日（水）
　乳児健診（せせらぎの郷）午前9:30〜11:30
　二種混合予防接種
　（せせらぎの郷）午後1:00〜1:30
●8月5日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●8月8日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●8月10日（水）
　こども健診
　（せせらぎの郷）午前9:30〜11:30
　日本脳炎予防接種
　（せせらぎの郷）午後1:00〜1:30
●8月12日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30

●8月17日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前9:30〜10:00
●8月19日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●8月22日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●8月24日（水）
　乳がん検診
　（せせらぎの郷）午前11:30〜午後1:00
●8月25日（木）
　乳がん検診
　（せせらぎの郷）午前11:30〜午後1:00
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30〜午後1:00
●8月26日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
　なるほど500kcal 教室
　（せせらぎの郷）午前11:00〜午後1:00
●8月29日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●8月31日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前9:30〜10:00

健康・介護に関するご相談は
せせらぎの郷へ ☎20-7100

8月の主な保健・介護予防事業予定表

TCV（田子町ケーブルテレビジョン）からのお知らせ

◎サポートセンター　☎０１２０−５５７−７５９
　テレビの映りが悪い、一部のチャンネルが映らない、
　加入の申込・変更・廃止、ケーブルの移設などの際にご連絡ください。

◎故障受付　☎０１２０−２６２−７５０
　テレビが全く映らない、などの故障時にご連絡ください。


